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◇ 

国
が
最
終
処
分
場
を
県
内
１
ヶ

所
に
整
備
す
る
方
針
は
堅
持

し
、
最
終
的
に
国
が
責
任
を
持

っ
て
処
理
す
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
同
施
設
の
整
備
に
相
当
の

期
間
を
要
す
る
た
め
、
農
業
系

指
定
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
中

間
処
理
に
よ
る
減
容
化
や
集
約

化
等
を
行
う
こ
と
で
、
保
管
者

の
負
担
軽
減
を
図
る
。 

 

◇ 

個
人
が
保
管
し
て
い
る
状
況
の 

市
町
ご
と
の 一時保管農

家
の
状
況 

 
  処

分
場
へ
搬
出
す
る
。 

   

会
議
の
中
で
は
、
集
約
先
の
周
辺

住
民
の
反
発
に
対
す
る
懸
念
や
一
時

保
管
場
所
を
ま
と
め
る
こ
と
が
恒
久

的
な
保
管
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
い

っ
た
異
論
、
ま
た
、
現
在
の
場
所
に

お
い
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
で
囲
っ
て
、
よ
り
強
固
化
す
べ

き
だ
と
の
意
見
も
あ
り
、
負
担
軽
減

策
案
の
合
意
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。 し

か
し
、
今
後
の
負
担
軽
減
策
に

つ
い
て
、
国
の
責
任
で
各
市
町
と
個

別
に
協
議
を
進
め
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。 

今
後
、
各
市
町
に
お
い
て
、
何
ら

か
の
暫
定
保
管
集
約
に
関
す
る
動
き

が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
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農
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担
軽
減
策
に
関
す
る
市
町
長
会

議
の
資
料
及
び
議
事
録
等
は
こ
ち
ら
か
ら

確
認
で
き
ま
す
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へ
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環
境
省
が
示
し
た 

農
家
の
負
担
軽
減
策
案
と
は
… 

今
号
で
は
、
本
年
７
月
１
０
日
、 

環

境
省
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
『
栃

木
県
に
お
け
る
指
定
廃
棄
物
の
保
管

農
家
の
負
担
軽
減
策
に
関
す
る
市
町

長
会
議
』
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

   

昨
年
１
０
月
１
７
日
に
行
わ
れ
た

第
８
回
市
町
村
長
会
議
に
お
い
て
、
環

境
省
は
指
定
廃
棄
物
の
一
時
保
管
農

家
の
負
担
軽
減
策
を
講
じ
る
方
針
を

提
示
し
ま
し
た
。
本
年
３
月
に
は
、
農

家
の
意
向
調
査
の
結
果
を
公
表
し
、
そ

の
後
、
負
担
軽
減
策
に
つ
い
て
各
市
町

と
個
別
に
協
議
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
方
向
性
が
概
ね
定
ま
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
度
の
、
環
境
省
主
催
に
よ

る
保
管
農
家
を
抱
え
る
関
係
６
市
町

(

日
光
市
、
大
田
原
市
、
矢
板
市
、
那

須
塩
原
市
、
那
須
町
、
那
珂
川
町)

に

よ
る
首
長
会
議
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
本
町
に
お
い
て
も
、
保
管
農
家
を

抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
一
時
保
管
場
所

が
公
共
用
地
で
、
か
つ
、
１
ヶ
所
に
一

時
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

会
議
の
出
席
対
象
か
ら
は
外
れ
て
お

り
ま
す
。 

 
  

解
消
を
目
指
し
、
保
管
農
家
が
あ 

る
市
町
単
位
ま
た
は
広
域
処
理 

組
合
単
位
で
、
地
元
の
意
向
を 

踏
ま
え
、
１
ヶ
所
ま
た
は
数
カ
所 

の
暫
定
保
管
場
所
を
確
保
し
、 

必
要
に
応
じ
減
容
化
し
た
上
で 

集
約
す
る
。 

 

◇ 

集
約
の
あ
り
方
、
暫
定
保
管
場
所
、

減
容
化
や
保
管
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
市
町
の
意
向
や
提
案
に
基
づ

き
、
環
境
省
・
県
・
市
町
が
協
議

す
る
。 

 

◇ 

減
容
化
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
焼

却
が
望
ま
し
い
が
、
市
町
の
意
向

を
踏
ま
え
、
乾
燥
圧
縮
等
の
方
法

も
考
え
る
。 

 

◇ 

暫
定
保
管
場
所
に
つ
い
て
は
、
必

要
が
あ
れ
ば
、
安
全
性
が
よ
り
確

保
さ
れ
る
よ
う
、
保
管
強
化
措
置

も
講
じ
て
い
く
。 

 
◇ 
減
容
化
や
集
約
化
に
要
す
る
経
費

は
国
費
を
充
て
る
。 

 

◇ 

暫
定
保
管
場
所
に
集
約
し
た
指
定

廃
棄
物
は
、
将
来
的
に
は
最
終 

開
催
ま
で
の
経
過 

今
後
の
方
針
は
・
・
・ 
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栃木県における指定廃棄物の保管農家の負担軽減策について（案） 

平成 29年 7月  

環 境 省  

 

○国が長期管理施設を県内１ヶ所に整備する方針は堅持。指定廃棄物は、最終的には国で 

責任をもって処理する。 

○しかし、同施設の整備に相当の期間を要すると見込まれるため、それまでの間は各市町 

での保管をお願いすることになるが、特に負担の大きい農家が保管している農業系指定 

廃棄物については、可能な限り速やかに、中間処理による減容化や集約化等を行うこと等 

により、保管の負担の軽減を図る。 

○具体的には、保管農家がある市町単位（又は広域処理組合単位）で、地元のご意向を踏ま 

え１ヶ所又は数ヶ所の暫定保管場所を確保し、農家保管の指定廃棄物を（必要に応じ減容 

化した上で、）集約する。これにより、個人が保管している状況を解消することを目指す。 

 

・集約のあり方、暫定保管の場所、減容化の方法、保管の方法等については、市町のご意向、ご提 

案に基づき、環境省・県・市町とで協議し、連携して対応する。 

・減容化の方法としては焼却が望ましいが、市町のご意向により、乾燥圧縮等の方法も採り得る。 

・集約先の暫定保管場所においては、市町のご意向を踏まえ必要があれば、現在の一時保管場所 

以上に安全性が確保されるような保管強化措置を講じる。 

・指定廃棄物に係る国の責任を十分に果たすべく、減容化・集約化に要する経費は全額国費をあて 

るほか、安全性に係る技術的説明を行う。 

・これらはあくまで暫定的な保管であり、将来的には、国が県内１ヶ所を整備する長期管理施設 

へ搬出する。 

 

※市町のご意向により、指定廃棄物とともに基準値（８千 Bq/kg）以下の廃棄物や除染廃棄物を 

一緒に減容化・集約化する場合でも、国費で支援する仕組みを検討する。 

※個人保管以外の指定廃棄物についても、長期管理施設へ搬出するまでの間、国の責任で一時保 

管場所の維持管理に万全を期すとともに、基準値以下となったものは指定解除して通常の廃棄 

物として処理する等、保管量の減量化に努める。 

【
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
】 

（
上
）
栃
木
県
の
指
定
廃
棄
物
一
時
保
管
者
状
況 

 
 

 
 

 

及
び 

（
下
）
栃
木
県
に
お
け
る
指
定
廃
棄
物
の
保
管
農
家 

の
負
担
軽
減
策
に
つ
い
て
（
案
） 


